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【背景・目的】環境分野において絶縁油中 PCB は、産廃処理施設等オンサイトで多検

体を短期間で測定する事が必要とされており、その分析方法の一つとしてフロー式イム

ノセンサーが活用されている。Kinetic Exclusion Assay（KinExA®）結合平衡除外法に基

づくセンサーであり高精度な免疫測定を自動で行うことが可能である。本方法は公定法

（簡易定量法）として採用され機器分析法と同等の正確性を有しており、他分野での幅

広い活用が期待されている。一方、ヒトや動物の医療で炎症マーカーとして広く利用さ

れている C反応性蛋白（CRP）の測定原理も抗原抗体反応が利用されている。本研究で

はフロー式イムノセンサーの適応拡大を目指し、抗 CRP抗体を用い CRP定量測定系構

築が可能かどうかを検討した。 

【方法】検体は岡山理科大学生物医科学検査研究センターにおけるイヌ CRP 受託検査

の残余血液を用いた。検体はヘパリン血漿で分析時まで-80℃で保管した。分析法につ

いてはフロー式イムノセンサーでの結合平衡除外法に加え酵素結合免疫吸着検査法

（ELISA）と免疫比濁法を用いた。市販の精製 CRP を用いて濃度依存的な反応が見ら

れるか確認し、正確度・精度・感度についての確認を行った。さらに血漿検体を用いて

得られた測定結果と比較した。 

【結果・考察】精製 CRP を用い希釈系列液を測定した結果では濃度依存的な反応が見

られた為、精度上、測定範囲が限定される測定系であったが血漿検体を測定し課題抽出

を行った。その結果 ELISA 法との測定値を比較すると高い値が得られた。血漿成分に

よる影響があると考えられた為、血漿検体の希釈系列液の検量線と精製 CRP の検量線

を比較したところ血漿検体を用いた検量線では高い値が得られた。そこで血漿の影響が

ある中で血漿検体の添加量を均一にした測定系を構築するために、測定範囲の改善が必

要と考え基準値の 1mg/dL 付近で 10％を下回る精度を目標に新たに測定系構築を行っ

た結果を他方法と比較し発表する。 
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